


0 

 

 

これまでに訪問した園は100を超えるそうです。初めの頃に出会った園児たちが大きくなって、

『オレンジリボン＝児童虐待防止』を人に伝えるまでになったと聞くと、地道な活動が実を結びつつ 

あると感じます。今後さらに「リボン運動」が広がることを願っています。 

NPO法人ORR社会貢献センターの活動の様子は Facebook・Instagramをご覧ください。 

 

 

 

情報は Instagramをご覧ください。 

サロン いこい・しのだ  

 ◆センターからのコメント◆ 

◆オレンジリボンライダーから 
               メッセージ◆ 

 
 

※「リボン運動」について 
リボン運動の正式名称は「アウェアネスリボン（Awareness 

ribbon）」。直訳すると「気づきのリボン」といいます。それぞ

れの色には意味があり、輪状に折った一辺のリボンを身に着

けることで、その色に込められた社会運動や社会問題に対し

て、賛同や支援を表明します。 

「子どもたちの笑顔を守りたい」。この思いから２０１０年にあま市で児童虐待防止の啓発活

動を始め、２０１３年にNPO法人化されました。 

オレンジリボンライダーから始まった活動が、今ではライダー仲間が増え、バイクで日本を縦

横断しながら、リボン運動(※)の啓発活動を行っています。 

開催日：毎月第２土曜日 午前９時３０分～１１時３０分 

会場：正則コミュニティセンター和室・小会議室 

参加費：１００円 

対象：６０歳以上の方 

特色： 

 

 

総領事に 
目録を渡すようす 

～トルコ地震チャリティー・復興への願い～ 

あま市国際交流協会は、２月２６日と３月１１日の２日間、美和文化会館において、トルコ地震の復興

支援のためチャリティーを行いました。３月１１日は、東日本大震災から１２年。この日のチャリティー

は、特に意義深い活動となりました。 

 

開催日：毎月第２火曜日 午前１０時～１2時 

会場：篠田第二集会場 

参加費：２００円 

対象：６０歳以上の方 

特色： 

 

２日間で集まった義援金は約６０万円。３月２２日に国際交流協会会長が在名古屋トルコ共和国総領事

館に赴き、あま市民の復興を願う気持ちと、トルコの皆さんの祖国への思いとともに、直接オズテュルク

総領事に届けました。 

 

トルコの 
料理とお菓子 

あま市国際交流協会 

RAPOエコ あま市レクリエーション指導者クラブ 

 ■  サロンの活動紹介  ■ 

 地域の皆さんが気軽に集えるように、スタッフは参加者のニーズを汲み取って開催。参加者はサロンの開催

日が待ち遠しいようです。今回は、二つのサロンを紹介します。 

 

 

「リボンライダーキャラバン」とは、リボンライダーが幼

稚園や保育園を訪問して“ありがとう”“ごめんなさい”の

ことばの大切さを伝えながら、子どもたちを『笑顔』にする

活動のことです。 

ライダーの登場に園児たちは大興奮！全員での記念撮

影やオリジナル曲に合わせて体操をするプログラムを通し

て、ライダーとのふれあいを楽しみます。 

 

◆リボンライダーキャラバン◆ 
 

 

二ツ寺サロン なごみ 

 

歌を歌ったり、スタッフが工夫を凝らした脳トレゲ

ームで盛り上がるサロンです。 

◆ライダー仲間の紹介◆ 
 

 

地域で子どもを守り、子どもたちが笑顔で過ごせること

を目的に行っている「オレンジリボン運動」。たくさんの人

に知ってもらえるよう、ライダーのキャラクターとなって活

動していています。 

オレンジリボンライダーが、幼稚園や保育園、イベント会

場に、オレンジ色のバイクに乗って颯爽と登場すると、周り

に人だかりができるほどの人気者です！ 

202２年１０月には、あま市主催「第６回あまのわ」にも

参加。ステージでは、市内のキャラクター「あまえん坊」、

「あまゾネス」と一緒に「あま体操」を行った他、会場内では 

 

 

 

■  特集：共に生きる社会づくりを目指して・・・  

        特定非営利活動法人 ORR社会貢献センター ■ 

 

ORR社会貢献センターには、9人のリボンライダー

が所属し、それぞれの色の啓発活動を行っています。 

■  登録団体の活動紹介  ■ 

 

たくさんの来場者と交流

しました。また、オレンジ

のバイクにまたがって、

写真撮影ができるブース

では、子どもから大人ま

で楽しそうに参加してい

ました。 

 

オレンジリボンライダー・・・児童虐待防止認知促進活動 

イエローリボンライダー・・・障がい者支援認知促進活動 

ホワイトリボンライダー 

・・・妊産婦の命と健康を守る認知促進活動 

ピンクリボンライダー・・・乳がん早期発見・早期治療啓発活動 

ブルーリボンライダー・・・大腸がん治療の情報発信と啓発活動 

ティール＆ホワイトリボンライダー  

・・・子宮頸がんの情報発信と啓発活動 

パープルリボンライダー・・・女性に対する暴力の根絶啓発活動 

パールリボンライダー・・・肺がん撲滅と治療の情報発信活動 

ヘルプマークリボンライダー・・・ヘルプマーク認知促進活動 

 

Facebook 

スタッフ考案の体を動かすオリジナルゲームが好

評。男性の参加者が多いのも特徴です。 

◆オレンジリボンライダーの活躍◆ 
 

 

～みわプロギング 活動紹介～ 

プロギングの様子 

１０年以上続いている「あ

まっ子あそび創造塾」。一年

を通して、芋ほりや餅つき、

ニュースポーツや昔の遊び

等のプログラムが用意され、

子どもたちは楽しみながら

自分のまわりの環境につい

ても考えることができます。 

また、普段できない体験をさせてもらえると保護者の関

心が高いのもこの塾の特徴です。今年度も約２０人の小

学生が生き生きと参加しています。 

自分で考えて行動できる力を培ってほしいとの思い

から、プログラムには伝統的な行事や自然に触れる機会

を多く取り入れています。ゲーム感覚で行うこともあ

り、初対面の子どもたちは、回を重ねるたびに仲良くな

ります。 “あそび”を通して、本来の子どもらしい姿が見

られ、子どもたちから元気がもらえることが何よりも嬉

しいと活動にも力が入ります。 

 

ジョギングしながらゴミ拾いをするスウェーデン発のス

ポーツ「プロギング」。RAPO エコでは、誰もが気軽に参加

できるように“ウォーキング”にて行っています。今年の２月

から美和地区にて開催している「みわプロギング」は、子ど

もからシニアまで幅広い年齢の皆さんが参加しています。 

黙々と行う通常のゴミ拾いとは違い、ゴミを拾う人とゴ

ミを入れる袋を持つ人がチームプレイ。ゴミを入れるたび

に「ナイス！」「ありがとう！」と声を掛け合うことで、参加

者同士の会話も弾みます。子どもたちをゴミはまるで宝物

のように競って拾います。最後に集めたゴミを計量し、全員

で分別。まちを綺麗にする達成感を皆で共有できるのも楽 

園への訪問を希望される場合は、 

(有)アド・フューチャー「きらきら☆」編集部

リボンライダーキャラバン事務局 

TEL ０５２-３０４-７４８０ まで 

しみのひとつです。 

みわプロギングの開催

日時は、毎月第２日曜日午

前１０時～１１時半。集合場

所は美和中学校です。一度

体験してみてはいかがでし

ょうか。 

 

チャリティーに参加したのは、国際交流協会の日本人ボランティアスタッフと、

主に美和日本語教室に通うトルコの皆さん。募金に協力してくれた来場者には、手

づくりのトルコ料理やお菓子でおもてなし。あま市民とトルコの皆さんの交流の機

会にもなりました。 

 

 

～あまっ子あそび創造塾 活動紹介～ 

皿まわしの様子 

みんないつも応援ありがとう♪ 

リボンライダーは 

いつもみんなを見守っているよ！ 

バイクに乗って 

パトロールしているから、 

見かけたら手を振ってくれ！ 

 

Instagram 

今では、近隣の市町村だけでな

く、愛知県外にも訪問しています。 
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